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第 節

	1	 警察の組織
（１）公安委員会制度
　公安委員会制度は、強い執行力を持つ警察行政について、その政治的中立性を確保し、かつ、運
営の独善化を防ぐためには、国民の良識を代表する者が警察の管理を行うことが適切と考えられた
ため設けられた制度であり、国に 国家公安委員会を置いて警察庁を管理し、都道府県に 都道府県公
安委員会を置いて都道府県警察を管理している。また、 国家公安委員会委員長には国務大臣が充て
られ、警察の政治的中立性の確保と治安に対する内閣の行政責任の明確化という２つの要請の調
和を図っている。

（２）国の警察組織
　執行事務を一元的に担う都道府県警察に対し、国の機関である警察庁は、警察制度の企画立案の
ほか、国の公安に係る事案についての警察運営、警察活動の基盤である教育訓練、通信、鑑識等に
関する事務、警察行政に関する調整等を行う役割を担っている。警察庁長官は、国家公安委員会の
管理の下、これらの警察庁の所掌事務について、都道府県警察を指揮監督している。
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図１-１	 国の警察組織（平成24年度）
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（３）都道府県の警察組織
　平成24 年４月１日現在、47の都道府県警察に、警察本部や警察学校等のほか、1,174の警察署
が置かれている。
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　　平成24年４月１日現在の指定県は、宮城、埼玉、千葉、神奈川、新潟、静岡、愛知、兵庫、岡山、広島、福岡及び熊本である。
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図１-２	 都道府県の警察組織
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第 節

	1	 公安委員会の活動
（１）国家公安委員会
①　組織

　 国家公安委員会は、国務大臣たる委員長及び５人の委員によって組織されており、委員は内閣総
理大臣が両議院の同意を得て任命する。

表１-１	 国家公安委員会委員の構成（平成24年６月１日現在）

委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

松 　 原 　 　 　 仁

田 　 尾 　 健 二 郎

髙 　 木 　 　 　 剛

山 　 本 　 剛 　 嗣

前 　 田 　 晃 　 伸

長 谷 川 　 眞 理 子

国 務 大 臣 、衆 議 院 議 員

元 高 等 裁 判 所 長 官

労 働 関 係 団 体 役 員

弁 護 士

金 融 機 関 名 誉 顧 問

大 学 教 授

②　活動
　国家公安委員会では、国家公安委員会規則
の制定、地方警務官（注）の任命や懲戒処分、指
定暴力団の指定に際しての実質目的要件に該当
する旨の確認等、警察法やその他の法律に基づ
きその権限に属させられた事務を行うほか、警
察職員による各種の不祥事案の防止対策に関し
警察庁を指導することなどにより、警察運営に
関する大綱方針を示し、警察庁を管理している。
　平成23 年中には、留置施設の巡察に関する
規則等、12の国家公安委員会規則を制定した。
　国家公安委員会は、通常、毎週木曜日に定例
会議を開催しているが、定例会議以外にも、例えば、23 年３月12日には東日本大震災の発生を受
け臨時会議を開催している。このほか、委員相互の意見交換や警察庁からの報告の聴取を行うほ
か、国家公安委員会委員が各地を訪問し、都道府県公安委員会委員との意見交換や警察活動の現
場の視察を行うことなどにより、治安情勢と警察運営の把握に努めている。また、このような活動の
状況について、ウェブサイトにより紹介している。

国家公安委員会の定例会議

注：都道府県警察の警視正以上の階級にある警察官

公安委員会の活動2
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■　　　　　■

事例 1
Case

　24 年４月、国家公安委員会委員長は、福岡県を
訪れ、北九州市における拳銃使用殺人未遂事件及
び福岡市における対立抗争事件の発生現場を視察
するとともに、地域住民及び福岡県知事、福岡市
長、北九州市長等と意見交換を行った。

■　　　　　■

■　　　　　■
事例 2

Case

　23年６月、国家公安委員会は、警察本部長等に事故のあるとき又は警察本部長等が欠けたとき
に臨時に警察本部長としての職務を代行する者をあらかじめ指定することとし、指定される者や指
定の方法についての原則を申合せにより定めた。■　　　　　■

■　　　　　■

事例 3
Case

　23 年10月、国家公安委員会委員は、福島県を
訪れ、東日本大震災による被災状況を視察するとと
もに、被災地で活動する派遣部隊員を督励した。

■　　　　　■

■　　　　　■
事例 4

Case

　24 年３月、国家公安委員会定例会議における国家公安委員会委員の指摘を受け、警察庁におい
て、配偶者暴力事案及びストーカー事案に関する相談を受けた際に事案の危険性を判断するための
チェック票（試案）を作成し、警視庁等の９都道府県警察において試行した。■　　　　　■

（２）都道府県公安委員会
①　組織

　都道府県公安委員会及び方面公
安委員会は、都、道、府及び指定県
では５人、それ以外の県及び北海道
の各方面では３人の非常勤の委員に
よって組織されており、委員は都道
府県知事が都道府県議会の同意等
を得て任命する。ただし、道、府及
び指定県の場合は、委員のうち2人
の任命はその道、府及び県が包括す
る指定市の市長がその市議会の同
意を得て推薦した者について行う。

被災地で活動する派遣部隊員を督励する
国家公安委員会委員（左から２番目）
被災地で活動する派遣部隊員を督励する
国家公安委員会委員（左から２番目）

拳銃使用殺人未遂事件発生現場を視察する
国家公安委員会委員長（左側）

分野別
その他

法曹

医療

教育

経済

男女別
女性

男性

その他

法曹

医療

教育

経済

女性

男性

79％

21％

13％

52％

10％

12％

13％

13％
79％
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10％
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13％

図１-３	 都道府県公安委員会委員の構成（平成23年12月31日現在）
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②　活動
　都道府県公安委員会は、運転免許、交通規制、犯罪被害者
等給付金の支給裁定、古物営業等の各種営業の監督等、国民
生活に関わりのある数多くの行政事務を処理するとともに、管
内における事件、事故及び災害の発生状況と警察の取組、治
安情勢とそれを踏まえた警察の各種施策、組織や人事管理の
状況等について、定例会議の場等で、警察本部長等から報告
を受け、これを指導することにより、都道府県警察を管理して
いる。
　都道府県公安委員会は、おおむね月３回ないし４回の定例
会議を開催するほか、警察署協議会への参加、教育委員会等
の関係機関との協議、警察活動の現場の視察等により、治安
情勢と警察運営の把握に努めている。また、このような活動の
状況について、ウェブサイトにより紹介している。

■　　　　　■

事例 1
Case

　平成24 年２月、群馬県公安委員会委員は、「少年
非行、安全対策」をテーマに、同県教育委員会委員と
の意見交換会を開催し、少年非行の現状と今後の対
策について協議した。

■　　　　　■

■　　　　　■

事例 2
Case

　福岡県公安委員会では、暴力団事件の多発を踏まえ、福岡県警察に対し、暴力団対策の一層の取
組強化を求めるとともに、福岡県知事、福岡市長、北九州市長、福岡県警察本部長と共同声明を発
表したほか、国にも対策を要請した。また、23年11月、北九州市で開催された「暴力追放福岡県
民大会」に出席し、参加者に市民一丸となった暴力団追放運動の推進を訴えた。■　　　　　■

（３）苦情処理及び監察の指示
　都道府県警察の職員の職務執行について苦情がある者は、都道府県公安委員会に対し文書によ
り苦情の申出をすることができるが、都道府県公安委員会は、苦情の申出があったときは原則とし
て処理の結果を文書により申出者に通知している。平成23 年中は全都道府県公安委員会において
1,168 件の苦情を受理した。
　また、都道府県公安委員会は都道府県警察に対して、監察について必要があると認めるときは具
体的又は個別的な監察の指示をすることができ、これまで、神奈川県公安委員会（13 年４月）及び

兵庫県公安委員会のウェブサイト

警察署協議会委員と意見交換を行う
山口県公安委員会委員（中央）

教育委員会委員と意見交換を行う
群馬県公安委員会委員（右から二列目）
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奈良県公安委員会（同年７月）が、警察職員による不祥事案の発生に際して各県警察に対し監察の
指示を行ったほか、予算執行に関する不適正事案の発生に際して、北海道公安委員会（16 年３月）
及び福岡県公安委員会（同年４月）が、各道県警察に対し監察の指示を行った。

■　　　　　■

事例 ▶
Case

　24 年３月、長崎県西海市における殺人事件に伴う一連の警察の対応について、千葉県警察、長崎
県警察及び三重県警察において検証を行ったが、検証結果の報告書に習志野警察署におけるレクリ
エーション旅行に関する事項が記載されていなかったことなどが報じられた。
　千葉県公安委員会の厳正な管理の下、千葉県警察は、警務部長を長とし、監察部門を主体とする
体制を編成し、再検証を行った。なお、国家公安委員会も千葉県公安委員会に対し、調査に対する
点検の徹底を要請した。
　再検証に当たって、千葉県公安委員会は４回の臨時会議を含め計７回の会議を開催し、随時調査
状況の報告を求めるなど厳正な点検・指導を行った。
　再検証の結果、レクリエーション旅行が警察の対応に影響したと考えられること、また、千葉県警
察の組織運営の観点からの問題として、幹部による組織管理の不備、被害者・国民の視点の欠如及
び「警察改革の精神」の不徹底が明らかとなったことから、これらについての効果的な方策等を検
討することとし、検討結果を公安委員会に報告してその点検を受けた上で、ガイドライン等としてと
りまとめ、実施することとした。■　　　　　■

（４）公安委員会相互間の連絡
　国家公安委員会と各都道府県公安委員会
は相互に独立した機関であるが、その職務の
性質から、常に緊密な連絡を保つため、各種
の連絡会議を開催している。 平成 23 年中
は、国家公安委員会と全国の都道府県公安
委員会委員との連絡会議を２回開催し、都
道府県公安委員会による警察の管理の現状
等についての意見交換を行った。
　また、23 年中は、各管区及び北海道にお
いて、管内の府県公安委員会相互、道公安委
員会と方面公安委員会相互の連絡会議が合
計13回開催され、国家公安委員会委員も出
席し、各都道府県の治安情勢やそれぞれの取組についての報告や意見交換が行われた。
　このほか、都道府県公安委員会相互間の意見交換や、都、道、府及び指定県の公安委員会相互の
連絡会議などが開催された。

■　　　　　■
事例 ▶

Case

　24 年４月、和歌山県公安委員会委員が福島県を訪れ、東日本大震災の被災地を視察するととも
に、福島県公安委員会委員と大規模災害発生時における公安委員会活動の在り方についての意見
交換を行った。■　　　　　■

全国公安委員会連絡会議
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公安委員の声公安委員の声
美ら島　うちなーを目指して

沖縄県公安委員会委員長

幸喜　徳子
こう　　き　　　　　  のり　　こ

ちゅ 沖　　　　縄

　沖縄県公安委員を拝命し早９年目を迎えた。以前はメディアを通してしか知らなかった事
件事故について、捜査する警察側の視点も学ぶことができた。普段、私ども県民は警察業
務に接する機会が滅多に無く、警察官の陰の御苦労にはなかなか思いが及ばない。しかし
公安委員としての活動により、警察官一人一人が崇高な使命感の下、日夜治安維持に奮
闘しておられる姿を目の当たりにし敬意を新たにした。
　私の就任当時、県内では戦後初の鉄軌道、沖縄都市モノレールが開通。交通渋滞緩和
に繋がるとともに、その姿は首里城の赤瓦屋根にマッチして新しい沖縄の景観を創出し
た。さらに、県出身の宮里藍が県内最年少のプロゴルファーとして活躍、多くの県民に夢を
与えた明るい年であった。翌年にはNHKの人気ドラマ「ちゅらさん」にちなみ、県民総ぐる
みの防犯活動「ちゅらさん運動」がスタートし、防犯ボランティアの拡大に弾みがついた。
　一方、少年犯罪等の現状を知るにつけ、学校と警察の連携を一層密にし、情報を共有する必要性を痛感した。2006年
に県公安委員会と県教育委員会との意見交換会がスタート、以来ほぼ毎年、様々なテーマで開催している。万引き防止、
未成年者に対する酒タバコ類の販売自粛について主要なコンビニ、スーパー等の経営者には直接協力をお願いした。中
学校の校長や生徒指導担当者との意見交換等も行い、現状把握に役立てた。2011年は少年等の携帯電話にフィルタリ
ングを義務付けるよう、条例の制定を県に働き掛け、今年２月の県議会での提案事項となった。
　県警の少年警察ボランティアの一つに「大学生少年サポーター」の活動がある。2010年は大学生により102名の中
学生に学習指導がなされ、うち55名が高校合格を果たした。少年等の未来に大きな希望を与えた快挙であった。本活動
の拡充を狙い、昨年は公安委員会として少年課の担当者と共に県内各大学の学長を訪ね、更なる積極的な協力をお願い
した。今後も大学生等の活発な活動が期待される。 
　就任２年目には、米軍ヘリコプターが県内大学構内に墜落し、まさに青天の霹靂。その事件を機に、内閣官房沖縄危機
管理官が県内に新たなポストとして配置された。以後、不測の事故に備えて県警と米軍、その他関係機関との合同訓練が
継続されている。
　米軍人による少女暴行事件が本県中部で発生した折には、公安委員も現場視察をした。事件が民家のすぐ近くで発生
したことに驚かされた。米軍人軍属による様々な事件事故が発生するたび、県警は日米地位協定の下、難しい対応を余儀
なくされている。改めて沖縄県警の現実の厳しさを認識した。
　本県は日本の南の玄関口とも言われ、沖縄サミット等の大規模な国際会議も数多く、要人の警護警備も常に万全の態
勢が要求されている。
　2008年の北海道洞爺湖サミットに先立ち、本県でG8科学技術大臣会合が開催された。その折の見事な警備も特に印
象深い。同サミットへの応援部隊の派遣に先立ち、最終訓練を視察した。デモ隊鎮圧の場面では実戦さながら、本物の火
炎瓶や石が警察官等に向かって容赦なく飛び交い、激しい訓練であった。手に汗を握りつつの視察で、真に頭の下がる思
いであった。
　県内の治安を縁の下で支える警察官の献身的な働きは多くの県民にも知らしめたいと実感した。
　沖縄県がさらに安心安全で住み良い「美ら島、うちなー」になるよう、県民の代表として今後も微力を尽くしたい。

ちゅ 沖縄

公安委員就任　　平成15年８月１日（現在３期目）
公安委員長就任　平成23年７月10日
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